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種類 件　名 議決結果

議案

令和６年度宜野湾市一般会計補正予算
（第 10号） 原案可決

令和６年度宜野湾市国民健康保険特別会
計補正予算（第６号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画佐真下第二土
地区画整理事業特別会計補正予算（第２
号）

原案可決

令和６年度宜野湾市介護保険特別会計補
正予算（第４号） 原案可決

令和６年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第４号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第４号）

原案可決

令和７年度宜野湾市一般会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市国民健康保険特別会
計予算 原案可決

令和７年度宜野湾都市計画佐真下第二土
地区画整理事業特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市介護保険特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市水道事業会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市下水道事業会計予算 原案可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

原案可決

宜野湾市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例について 原案可決

宜野湾市職員の育児休業等に関する条例
及び宜野湾市職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例について

原案可決

宜野湾市税条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

宜野湾市附属機関設置条例の一部を改正
する条例について 原案可決

宜野湾市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

原案可決

宜野湾市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について

原案可決

種類 件　名 議決結果

議案

宜野湾市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

宜野湾都市計画土地区画整理事業特別会
計条例及び宜野湾市土地区画整理事業基
金条例の一部を改正する条例について

原案可決

宜野湾市下水道条例の一部を改正する条
例について 原案可決

宜野湾市水道布設工事監督者及び水道技
術管理者の資格基準等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

嘉数小学校水泳プール増改築工事（建築）
請負契約について 同　　意

システム食器類洗浄機購入に係る物品の
取得について 同　　意

小・中学校教師用デジタル教科書及び指
導書購入に係る物品の取得について 同　　意

第五次宜野湾市総合計画前期基本計画の
策定について 原案可決

沖縄市と宜野湾市との間の火葬場整備等
に関する事務の委託について 原案可決

宜野湾マリン支援センターの指定管理者
の指定について 同　　意

宜野湾市議会委員会条例の一部を改正す
る条例について 原案可決

教育長の任命について 同　　意

宜野湾市議会の個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例について 原案可決

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて 適　　任

陳情

ガードレール及び側溝蓋の設置について 採　　択

地域社会に貢献するシルバー人材セン
ターの決意と支援について 採　　択

報告

令和６年度西普天間線道路築造工事（２
工区）請負契約に係る議決内容の一部変
更に関する専決処分の報告について

報　　告

喜友名 23号道路整備工事（４工区）請
負契約に係る議決内容の一部変更に関す
る専決処分の報告について

報　　告

宜野湾海浜公園屋外劇場改築工事（電気設
備２工区）請負契約に係る議決内容の一部
変更に関する専決処分の報告について

報　　告

宜野湾海浜公園屋外劇場改築工事（機械設
備２工区）請負契約に係る議決内容の一部
変更に関する専決処分の報告について

報　　告

※名称が同じ議案については１つのみ記載しております。

第 463 回  宜野湾市議会定例会 議決結果一覧（全会一致）
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議会中継放送

各議員の記事から一般質問の録画映像がご覧いただけます。（スマートフォン等で読み取りください。）

議会会議録検索システム

第10回 議会報告及び市民との意見交換会を開催

3333 月
定例会

令和７年度 宜野湾市一般会計予算
を全会一致で可決

開 催 日 時 会　　場 参加人数

5月17日（土）
14：00～16：00

宜野湾マリン
支援センター

20名

5月18日（日）
14：00～16：00

中央公民館
２階集会場

30名

合　　計 50名
宜野湾マリン支援センターでの意見交換会の様子

◯真栄原社交街跡地の今後のスケジュール
について、いつ解体が終わり整備や建設が
進むのか。

◯喜友名23 号道路について、これから先、国
道５８号の北向けに右折ルートは開通でき
ないのか。

◯子供の習い事について、助成金をつけてほ
しい。

◯宜野湾海浜公園の遊具をもっと大きくして
ほしい。

◯最近はオスプレイが夜11時近くまで訓練

しており、障子が揺れるくらい騒音がひど
い。宜野湾市民は怒っているという何かし
らの意思表示ができないか考えてほしい。

◯不妊治療や子育てに対しての助成金や支
援を手厚くしていただきたい。

◯給食費補助制度について、市内在住の児童
であれば通学先が市外であっても対象とし
てほしい。

◯保育園、学童に入所できない。
◯普天間の市民駐車場の整備をお願いした
い。

議
事
日
程
・
議
決

結
果
等
の
詳
細
は

こ
ち
ら第463回宜野湾市議会定例会

は、２月２６日から３月２８日までの
３１日間の会期で開かれました。
今定例会は、令和７年度宜野湾
市一般会計予算を含む４２件にわ
たる議案等が審議され、２4 名の議
員による一般質問も行われました。

主な議案
◯令和６年度宜野湾市一般会計補正
予算（第10 号）

◯令和７年度宜野湾市国民健康保険
特別会計予算

◯令和７年度宜野湾都市計画西普天
間住宅地区土地区画整理事業特
別会計予算

※12ページをご参照ください。

宜野湾市議会基本条例（平成 28年７月１日施行）に基づき、５月１７日（土）、１８日（日）に「議会報告
及び市民との意見交換会」を開催しました。市議会で審査した議案等を議会活動として報告するとともに、
市民の声を市政に反映させることなどを目的に開催し、市民が意見を言いやすいよう今回は初めてグルー
プワークを導入し、小グループに分かれ、市政や市民生活に関し意見を交わしました。また、インターネッ
トやアンケートによる意見募集も並行して実施し、多くの貴重な御意見をいただきました。

市議会に寄せられた意見（一部抜粋）
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一般質問

一般質問

その他の
主な質問

【教育】歴史公文書等整理・活用事業について

松田  朝仁 議員

◎
我
如
古
児
童
公
園
の
安
全
対
策
に
つ
い

て◎
保
育
園
付
近
道
路
、
安
全
対
策
の
進
捗

に
つ
い
て

◎
議
員　
次
年
度
よ
り
県
補
助
金
が
一
千
万
円
減

額
と
な
る
が
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長　
今
年
度
三
万
九
千
百
六
十
三
枚
の

写
真
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
累
計

の
進
捗
率
は
八
二
・
四
％
と
な
る
。
令
和
七
年
度

も
引
き
続
き
作
業
を
進
め
、
地
域
の
伝
統
文
化
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
半
永
久
的
な
保
存
と
発
展
継
承

に
努
め
て
ま
い
る
。

◎
議
員　
大
分
県
の
市
民
団
体
が
米
国
公
文
書
館

よ
り
入
手
し
た
沖
縄
戦
や
戦
艦
大
和
の
カ
ラ
ー
映

像
と
我
如
古
グ
ス
ク
辺
り
か
ら
我
如
古
交
差
点
向

け
に
集
中
空
爆
す
る
映
像
が
テ
レ
ビ
で
公
開
さ
れ

て
い
た
。
手
前
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
初
代
平
松
の

航
空
写
真
が
あ
れ
ば
初
と
な
る
だ
ろ
う
。
貴
重
な

画
像
が
入
手
で
き
れ
ば
平
和
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展

で
活
用
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

◎
教
育
部
長　
こ
の
映
像
資
料
に
つ
い
て
は
先
方

へ
戦
後
八
十
年
の
企
画
展
等
へ
の
活
用
を
含
め
、

今
後
本
市
に
提
供
、
あ
る
い
は
借
用
の
可
否
に
つ

い
て
照
会
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員　
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。
今
後
の
我
如
古

グ
ス
ク
調
査
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

その他の
主な質問

【福祉】がん対策の取組について

岸本  一德 議員

◎
女
性
デ
ジ
タ
ル
教
育
・
就
労
支
援
事
業

の
導
入
に
つ
い
て

◎
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
給
食

の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

◎
議
員　
本
市
令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
で
、

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
の
計

上
に
至
っ
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
令
和
六
年
度
か
ら
沖
縄
県
が

補
助
事
業
を
開
始
し
、実
施
市
町
村
が
増
え
る
現

状
や
岸
本
議
員
か
ら
の
同
事
業
の
提
案
も
あ
っ
た
。

本
市
の
国
保
医
療
で
、が
ん
に
か
か
る
医
療
費
が
、

令
和
元
年
度
か
ら
五
年
間
の
推
移
で
入
院
医
療
費

と
外
来
医
療
費
で
は
、
特
に
外
来
医
療
費
の
伸
び

率
が
高
く
、
市
民
が
通
院
で
が
ん
を
治
療
さ
れ
て

い
る
方
が
増
え
て
い
る
と
の
分
析
か
ら
、が
ん
患

者
の
治
療
と
社
会
参
加
の
両
立
に
当
た
り
、が
ん

治
療
を
伴
う
脱
毛
や
外
見
変
化
に
対
す
る
が
ん
患

者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
に
係
る
助
成
事
業
を

本
市
に
お
い
て
も
必
要
と
考
え
予
算
計
上
し
た
。

◎
議
員　
同
事
業
の
予
算
計
上
へ
感
謝
す
る
。
私

は
、
同
事
業
を
何
故
実
施
し
な
い
の
か
調
べ
、
一

般
質
問
で
提
案
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
費
で
乳
房
補

整
具
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
購
入
し
た
方
々
へ
沖
縄
県
は

遡
っ
て
救
済
措
置
ま
で
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
補
助
等
が
で
き
る
か
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

　今定例会は、２４名の議員から市政全般について、
多くの一般質問がありました。
　市の様々な課題等について、議員が提言も含めて
市に考えを聞く『一般質問』。各議員それぞれの切
り口で市政を問います。
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議会中継放送

各議員の記事から一般質問の録画映像がご覧いただけます。（スマートフォン等で読み取りください。）

議会会議録検索システム

第10回 議会報告及び市民との意見交換会を開催

3333 月
定例会

令和７年度 宜野湾市一般会計予算
を全会一致で可決

開 催 日 時 会　　場 参加人数

5月17日（土）
14：00～16：00

宜野湾マリン
支援センター

20名

5月18日（日）
14：00～16：00

中央公民館
２階集会場

30名

合　　計 50名
宜野湾マリン支援センターでの意見交換会の様子

◯真栄原社交街跡地の今後のスケジュール
について、いつ解体が終わり整備や建設が
進むのか。

◯喜友名23 号道路について、これから先、国
道５８号の北向けに右折ルートは開通でき
ないのか。

◯子供の習い事について、助成金をつけてほ
しい。

◯宜野湾海浜公園の遊具をもっと大きくして
ほしい。

◯最近はオスプレイが夜11時近くまで訓練

しており、障子が揺れるくらい騒音がひど
い。宜野湾市民は怒っているという何かし
らの意思表示ができないか考えてほしい。

◯不妊治療や子育てに対しての助成金や支
援を手厚くしていただきたい。

◯給食費補助制度について、市内在住の児童
であれば通学先が市外であっても対象とし
てほしい。

◯保育園、学童に入所できない。
◯普天間の市民駐車場の整備をお願いした
い。

議
事
日
程
・
議
決

結
果
等
の
詳
細
は

こ
ち
ら第463回宜野湾市議会定例会

は、２月２６日から３月２８日までの
３１日間の会期で開かれました。
今定例会は、令和７年度宜野湾
市一般会計予算を含む４２件にわ
たる議案等が審議され、２4 名の議
員による一般質問も行われました。

主な議案
◯令和６年度宜野湾市一般会計補正
予算（第10 号）
◯令和７年度宜野湾市国民健康保険
特別会計予算
◯令和７年度宜野湾都市計画西普天
間住宅地区土地区画整理事業特
別会計予算

※12ページをご参照ください。

宜野湾市議会基本条例（平成 28年７月１日施行）に基づき、５月１７日（土）、１８日（日）に「議会報告
及び市民との意見交換会」を開催しました。市議会で審査した議案等を議会活動として報告するとともに、
市民の声を市政に反映させることなどを目的に開催し、市民が意見を言いやすいよう今回は初めてグルー
プワークを導入し、小グループに分かれ、市政や市民生活に関し意見を交わしました。また、インターネッ
トやアンケートによる意見募集も並行して実施し、多くの貴重な御意見をいただきました。

市議会に寄せられた意見（一部抜粋）
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一般質問

一般質問

その他の
主な質問

【教育】歴史公文書等整理・活用事業について

松田  朝仁 議員

◎
我
如
古
児
童
公
園
の
安
全
対
策
に
つ
い

て◎
保
育
園
付
近
道
路
、
安
全
対
策
の
進
捗

に
つ
い
て

◎
議
員　
次
年
度
よ
り
県
補
助
金
が
一
千
万
円
減

額
と
な
る
が
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長　
今
年
度
三
万
九
千
百
六
十
三
枚
の

写
真
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
累
計

の
進
捗
率
は
八
二
・
四
％
と
な
る
。
令
和
七
年
度

も
引
き
続
き
作
業
を
進
め
、
地
域
の
伝
統
文
化
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
半
永
久
的
な
保
存
と
発
展
継
承

に
努
め
て
ま
い
る
。

◎
議
員　
大
分
県
の
市
民
団
体
が
米
国
公
文
書
館

よ
り
入
手
し
た
沖
縄
戦
や
戦
艦
大
和
の
カ
ラ
ー
映

像
と
我
如
古
グ
ス
ク
辺
り
か
ら
我
如
古
交
差
点
向

け
に
集
中
空
爆
す
る
映
像
が
テ
レ
ビ
で
公
開
さ
れ

て
い
た
。
手
前
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
初
代
平
松
の

航
空
写
真
が
あ
れ
ば
初
と
な
る
だ
ろ
う
。
貴
重
な

画
像
が
入
手
で
き
れ
ば
平
和
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展

で
活
用
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

◎
教
育
部
長　
こ
の
映
像
資
料
に
つ
い
て
は
先
方

へ
戦
後
八
十
年
の
企
画
展
等
へ
の
活
用
を
含
め
、

今
後
本
市
に
提
供
、
あ
る
い
は
借
用
の
可
否
に
つ

い
て
照
会
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員　
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。
今
後
の
我
如
古

グ
ス
ク
調
査
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

その他の
主な質問

【福祉】がん対策の取組について

岸本  一德 議員

◎
女
性
デ
ジ
タ
ル
教
育
・
就
労
支
援
事
業

の
導
入
に
つ
い
て

◎
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
給
食

の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

◎
議
員　
本
市
令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
算
で
、

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
の
計

上
に
至
っ
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
令
和
六
年
度
か
ら
沖
縄
県
が

補
助
事
業
を
開
始
し
、実
施
市
町
村
が
増
え
る
現

状
や
岸
本
議
員
か
ら
の
同
事
業
の
提
案
も
あ
っ
た
。

本
市
の
国
保
医
療
で
、が
ん
に
か
か
る
医
療
費
が
、

令
和
元
年
度
か
ら
五
年
間
の
推
移
で
入
院
医
療
費

と
外
来
医
療
費
で
は
、
特
に
外
来
医
療
費
の
伸
び

率
が
高
く
、
市
民
が
通
院
で
が
ん
を
治
療
さ
れ
て

い
る
方
が
増
え
て
い
る
と
の
分
析
か
ら
、が
ん
患

者
の
治
療
と
社
会
参
加
の
両
立
に
当
た
り
、が
ん

治
療
を
伴
う
脱
毛
や
外
見
変
化
に
対
す
る
が
ん
患

者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
に
係
る
助
成
事
業
を

本
市
に
お
い
て
も
必
要
と
考
え
予
算
計
上
し
た
。

◎
議
員　
同
事
業
の
予
算
計
上
へ
感
謝
す
る
。
私

は
、
同
事
業
を
何
故
実
施
し
な
い
の
か
調
べ
、
一

般
質
問
で
提
案
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
費
で
乳
房
補

整
具
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
購
入
し
た
方
々
へ
沖
縄
県
は

遡
っ
て
救
済
措
置
ま
で
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
補
助
等
が
で
き
る
か
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

　今定例会は、２４名の議員から市政全般について、
多くの一般質問がありました。
　市の様々な課題等について、議員が提言も含めて
市に考えを聞く『一般質問』。各議員それぞれの切
り口で市政を問います。
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その他の
主な質問

【経済】物価高騰に伴う市民の負担軽減策について

宮城　優 議員

◎
基
地
行
政
に
つ
い
て

◎
施
政
方
針
に
つ
い
て

◎
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
物
価
高
騰
に
伴
う
市
民
の
負
担
軽
減
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

市
民
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

給
付
額
は
一
世
帯
三
万
円
、
世
帯
に
子
供
が
い
る

場
合
、
子
供
一
人
当
た
り
二
万
円
の
加
算
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
、
同
様
の
給
付
を
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
ま
で
拡
充
し
、
四
月
下
旬
以
降
に
対
象

者
へ
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
手
厚
く
市
民
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
と

理
解
し
た
が
、
今
や
全
国
民
が
物
価
高
に
苦
し
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
給
付
も
大
変
助

か
る
が
年
収
の
壁
の
引
き
上
げ
で
手
取
り
を
増
や

し
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
二
重
課
税
の
撤
廃
、
ま
た
消

費
税
の
減
税
な
ど
、
恒
久
的
に
生
活
が
安
定
す
る

施
策
を
全
国
の
市
長
会
な
ど
で
議
題
に
あ
げ
て
い

た
だ
き
、
地
方
の
声
を
国
政
に
届
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

その他の
主な質問

【建設】私道への補助事業について

石川　慶 議員

◎
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
ロ
ゴ
入
り
か
り
ゆ
し
ウ

エ
ア
の
開
発
・
販
売
並
び
に
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
消
防
・
防
災
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る

が
、
内
容
と
補
助
率
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
地
元
の
方
が
自
主
的
に
整
備
す
る

場
合
、
市
が
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
補
助
率
は
交
付
対
象
工
事
に
要
す

る
費
用
の
十
分
の
九
を
乗
じ
た
額
以
内
、
か
つ
上

限
二
百
万
円
と
現
時
点
で
定
め
て
い
る
。

◎
議
員　
本
市
が
取
り
入
れ
た
の
は
、
那
覇
市
、

沖
縄
市
、
宮
古
島
市
の
方
式
で
あ
る
。
昨
年
三
月

議
会
で
浦
添
市
の
自
治
会
で
私
道
の
地
権
者
の
同

意
を
頂
き
、
市
が
工
事
を
す
る
方
式
も
同
時
に
提

案
し
た
が
、
今
回
二
つ
の
方
式
を
調
査
研
究
し
、

那
覇
市
等
の
方
式
を
採
用
し
た
理
由
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
私
道
整
備
に
補
助
金
を
活
用
し
て

い
る
自
治
体
は
、
那
覇
市
を
含
む
三
市
で
あ
る
。

浦
添
市
は
、
補
助
金
の
交
付
で
は
な
く
、
市
が

一
〇
〇
％
施
工
で
行
っ
て
い
る
と
確
認
は
取
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
範

囲
内
で
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
今
回
補
助
制
度
を

活
用
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
市
民
が
使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う

今
後
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

その他の
主な質問

【教育】小中学校給食費の無償化について

我如古 盛英 議員

◎
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
、

即
時
運
用
停
止
と
県
民
・
市
民
が
求
め
る

辺
野
古
新
基
地
建
設
断
念
に
つ
い
て

◎
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

◎
議
員　
六
月
に
は
沖
縄
県
に
よ
る
中
学
校
給
食

費
無
償
化
の
方
針
が
あ
り
、
本
市
も
四
月
か
ら
半

額
助
成
を
小
中
学
校
で
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

給
食
費
に
お
け
る
月
額
の
内
訳
を
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
小
学
校
は
月
額
五
千
四
百
円
の
と

こ
ろ
、
保
護
者
負
担
額
を
二
千
百
五
十
円
に
据
置

き
、
中
学
校
は
月
額
六
千
百
円
の
と
こ
ろ
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
三
千
五
十
円
の
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
小
中
学
校
の
同
時
半
額
助
成
は
評
価
す

る
。
次
に
進
む
た
め
ど
の
よ
う
に
国
、
県
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
か
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
県
市
長
会
等
か
ら
県
全
額
負
担
の

無
償
化
実
現
を
引
き
続
き
要
請
し
、
国
政
に
お
け

る
小
学
校
給
食
費
無
償
化
の
議
論
を
注
視
す
る
。

◎
議
員　
私
立
又
は
国
立
の
小
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
に
半
額
助
成
を
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
教
育
委
員
会
で
児
童
数
は
把
握
し

て
い
る
が
、
制
度
的
に
助
成
は
難
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。
他
市
町
村
の
動
向
を
確
認
す
る
。

◎
議
員　
那
覇
市
は
助
成
に
向
け
て
調
査
し
て
い

る
。
本
市
も
そ
の
方
向
で
考
え
て
い
た
だ
き
、
市

内
全
児
童
生
徒
の
不
公
平
感
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

その他の
主な質問

【上下水道】  上下水道事業包括業務委託における新たな官民連携方式「ウォーターPPP」導入について

知名  康司 議員

◎
消
防
本
部
庁
舎
増
築
・
改
修
事
業
に
つ

い
て

◎
令
和
七
年
度
か
ら
の
「
こ
ど
も
部
」
設

置
と
取
組
に
つ
い
て

◎
議
員　
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
新
た
な
官
民

連
携
方
式
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
上
下
水
道
局
長　
国
が
取
り
組
む
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
水
道
や
下
水
道
、

工
業
用
水
の
分
野
に
お
い
て
、
施
設
の
管
理
と
更

新
計
画
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
式
を

導
入
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
公
共
施
設
運
営
事
業

に
移
行
す
る
た
め
の
新
た
な
官
民
連
携
方
式
を
総

称
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
呼
ん
で
い
る
。

◎
議
員　
下
水
道
事
業
へ
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を

導
入
す
る
要
件
を
伺
い
た
い
。

◎
上
下
水
道
局
長　
導
入
す
る
要
件
と
し
て
、
一

つ
目
、
原
則
十
年
の
長
期
契
約
で
あ
る
こ
と
。
二

つ
目
、
原
則
性
能
発
注
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
目
、

維
持
管
理
と
更
新
の
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
。
四
つ
目
、
委
託
料
の
減
額
分
に
は
、
官
民

で
利
益
を
分
配
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
導

入
す
る
こ
と
。
以
上
四
項
目
が
必
須
項
目
で
あ
る
。

◎
議
員　
補
助
金
も
有
効
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

の
業
務
委
託
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】地域福祉を支える民生委員の担い手不足と負担軽減について

棚原　明 議員

◎
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
小
中
学
校

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
に
つ
い
て

◎
公
共
施
設
跡
地
、
市
有
地
の
管
理
活
用

の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

◎
議
員　
民
生
委
員
の
役
割
と
現
状
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
福
祉
の
相
談
に
応
じ
、

支
援
が
必
要
な
方
を
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
の
民
生
委
員
の
平

均
年
齢
は
七
十
・
四
歳
と
高
齢
化
が
進
み
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。

◎
議
員　
今
年
の
十
二
月
に
行
わ
れ
る
民
生
委
員 

の
一
斉
改
選
に
向
け
た
準
備
や
対
策
を
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
推
薦
は
主
に
自
治
会
を
通
じ

て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
自
治
会
加
入
率
の
低
迷
に

よ
り
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
一
斉
改
選
に
向
け
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
の
推
薦
ル
ー

ト
の
活
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
市
報
で
特

集
を
組
み
委
嘱
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

◎
議
員　
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
欠

か
せ
な
い
。
業
務
の
効
率
化
と
両
立
支
援
を
進
め
、

次
代
の
委
員
確
保
や
活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
推

進
し
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
の
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

その他の
主な質問

【教育】公立幼稚園の認定こども園への移行について

屋良 千枝美 議員

◎
女
性
の
差
別
に
反
対
し
地
位
向
上
を
求

め
る
国
際
女
性
デ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て

◎
議
員　
大
山
幼
稚
園
が
大
山
こ
ど
も
園
へ
と
移

行
す
る
計
画
や
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
公
立
幼
稚
園
は
保
育
ニ
ー
ズ

に
よ
り
園
児
数
が
減
少
し
て
い
る
。
移
行
計
画
に

基
づ
き
全
て
の
公
立
幼
稚
園
を
子
育
て
家
庭
が
求

め
る
教
育
・
保
育
機
能
を
併
せ
持
つ
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
大
切
に
さ
れ
て
き
た
幼
稚
園
と
小
学
校

と
の
連
携
の
継
続
性
や
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
小
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園
と
連
携

を
継
承
し
、
幼
稚
園
教
育
の
重
要
性
を
図
り
な
が

ら
教
育
・
保
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
の
園
児
数
や
給
食

の
提
供
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
大
山
こ
ど
も
園
で
は
三
歳
児

・
四
歳
児
十
八
名
、
五
歳
児
二
十
四
名
、
合
計
六

十
名
で
あ
る
。
給
食
は
外
部
搬
入
で
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
も
事
前
に
保
護
者
か
ら
情
報
を
得
て
個

別
に
対
応
を
検
討
す
る
。
令
和
十
年
度
に
は
全
て

の
公
立
幼
稚
園
が
子
ど
も
園
へ
移
行
す
る
。

◎
議
員　
新
制
度
で
働
く
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士

の
ご
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
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その他の
主な質問

【経済】物価高騰に伴う市民の負担軽減策について

宮城　優 議員

◎
基
地
行
政
に
つ
い
て

◎
施
政
方
針
に
つ
い
て

◎
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
物
価
高
騰
に
伴
う
市
民
の
負
担
軽
減
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

市
民
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

給
付
額
は
一
世
帯
三
万
円
、
世
帯
に
子
供
が
い
る

場
合
、
子
供
一
人
当
た
り
二
万
円
の
加
算
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で
は
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
、
同
様
の
給
付
を
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
ま
で
拡
充
し
、
四
月
下
旬
以
降
に
対
象

者
へ
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
手
厚
く
市
民
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
と

理
解
し
た
が
、
今
や
全
国
民
が
物
価
高
に
苦
し
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
給
付
も
大
変
助

か
る
が
年
収
の
壁
の
引
き
上
げ
で
手
取
り
を
増
や

し
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
二
重
課
税
の
撤
廃
、
ま
た
消

費
税
の
減
税
な
ど
、
恒
久
的
に
生
活
が
安
定
す
る

施
策
を
全
国
の
市
長
会
な
ど
で
議
題
に
あ
げ
て
い

た
だ
き
、
地
方
の
声
を
国
政
に
届
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

その他の
主な質問

【建設】私道への補助事業について

石川　慶 議員

◎
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
ロ
ゴ
入
り
か
り
ゆ
し
ウ

エ
ア
の
開
発
・
販
売
並
び
に
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
消
防
・
防
災
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る

が
、
内
容
と
補
助
率
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
地
元
の
方
が
自
主
的
に
整
備
す
る

場
合
、
市
が
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
補
助
率
は
交
付
対
象
工
事
に
要
す

る
費
用
の
十
分
の
九
を
乗
じ
た
額
以
内
、
か
つ
上

限
二
百
万
円
と
現
時
点
で
定
め
て
い
る
。

◎
議
員　
本
市
が
取
り
入
れ
た
の
は
、
那
覇
市
、

沖
縄
市
、
宮
古
島
市
の
方
式
で
あ
る
。
昨
年
三
月

議
会
で
浦
添
市
の
自
治
会
で
私
道
の
地
権
者
の
同

意
を
頂
き
、
市
が
工
事
を
す
る
方
式
も
同
時
に
提

案
し
た
が
、
今
回
二
つ
の
方
式
を
調
査
研
究
し
、

那
覇
市
等
の
方
式
を
採
用
し
た
理
由
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
私
道
整
備
に
補
助
金
を
活
用
し
て

い
る
自
治
体
は
、
那
覇
市
を
含
む
三
市
で
あ
る
。

浦
添
市
は
、
補
助
金
の
交
付
で
は
な
く
、
市
が

一
〇
〇
％
施
工
で
行
っ
て
い
る
と
確
認
は
取
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
範

囲
内
で
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
今
回
補
助
制
度
を

活
用
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
市
民
が
使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う

今
後
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

その他の
主な質問

【教育】小中学校給食費の無償化について

我如古 盛英 議員

◎
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
、

即
時
運
用
停
止
と
県
民
・
市
民
が
求
め
る

辺
野
古
新
基
地
建
設
断
念
に
つ
い
て

◎
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

◎
議
員　
六
月
に
は
沖
縄
県
に
よ
る
中
学
校
給
食

費
無
償
化
の
方
針
が
あ
り
、
本
市
も
四
月
か
ら
半

額
助
成
を
小
中
学
校
で
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

給
食
費
に
お
け
る
月
額
の
内
訳
を
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
小
学
校
は
月
額
五
千
四
百
円
の
と

こ
ろ
、
保
護
者
負
担
額
を
二
千
百
五
十
円
に
据
置

き
、
中
学
校
は
月
額
六
千
百
円
の
と
こ
ろ
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
三
千
五
十
円
の
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
小
中
学
校
の
同
時
半
額
助
成
は
評
価
す

る
。
次
に
進
む
た
め
ど
の
よ
う
に
国
、
県
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
か
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
県
市
長
会
等
か
ら
県
全
額
負
担
の

無
償
化
実
現
を
引
き
続
き
要
請
し
、
国
政
に
お
け

る
小
学
校
給
食
費
無
償
化
の
議
論
を
注
視
す
る
。

◎
議
員　
私
立
又
は
国
立
の
小
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
に
半
額
助
成
を
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
教
育
委
員
会
で
児
童
数
は
把
握
し

て
い
る
が
、
制
度
的
に
助
成
は
難
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。
他
市
町
村
の
動
向
を
確
認
す
る
。

◎
議
員　
那
覇
市
は
助
成
に
向
け
て
調
査
し
て
い

る
。
本
市
も
そ
の
方
向
で
考
え
て
い
た
だ
き
、
市

内
全
児
童
生
徒
の
不
公
平
感
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

その他の
主な質問

【上下水道】  上下水道事業包括業務委託における新たな官民連携方式「ウォーターPPP」導入について

知名  康司 議員

◎
消
防
本
部
庁
舎
増
築
・
改
修
事
業
に
つ

い
て

◎
令
和
七
年
度
か
ら
の
「
こ
ど
も
部
」
設

置
と
取
組
に
つ
い
て

◎
議
員　
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
新
た
な
官
民

連
携
方
式
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
上
下
水
道
局
長　
国
が
取
り
組
む
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
水
道
や
下
水
道
、

工
業
用
水
の
分
野
に
お
い
て
、
施
設
の
管
理
と
更

新
計
画
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
式
を

導
入
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
公
共
施
設
運
営
事
業

に
移
行
す
る
た
め
の
新
た
な
官
民
連
携
方
式
を
総

称
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
呼
ん
で
い
る
。

◎
議
員　
下
水
道
事
業
へ
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を

導
入
す
る
要
件
を
伺
い
た
い
。

◎
上
下
水
道
局
長　
導
入
す
る
要
件
と
し
て
、
一

つ
目
、
原
則
十
年
の
長
期
契
約
で
あ
る
こ
と
。
二

つ
目
、
原
則
性
能
発
注
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
目
、

維
持
管
理
と
更
新
の
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
。
四
つ
目
、
委
託
料
の
減
額
分
に
は
、
官
民

で
利
益
を
分
配
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
導

入
す
る
こ
と
。
以
上
四
項
目
が
必
須
項
目
で
あ
る
。

◎
議
員　
補
助
金
も
有
効
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

の
業
務
委
託
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】地域福祉を支える民生委員の担い手不足と負担軽減について

棚原　明 議員

◎
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
小
中
学
校

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
に
つ
い
て

◎
公
共
施
設
跡
地
、
市
有
地
の
管
理
活
用

の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

◎
議
員　
民
生
委
員
の
役
割
と
現
状
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
福
祉
の
相
談
に
応
じ
、

支
援
が
必
要
な
方
を
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
の
民
生
委
員
の
平

均
年
齢
は
七
十
・
四
歳
と
高
齢
化
が
進
み
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。

◎
議
員　
今
年
の
十
二
月
に
行
わ
れ
る
民
生
委
員 

の
一
斉
改
選
に
向
け
た
準
備
や
対
策
を
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
推
薦
は
主
に
自
治
会
を
通
じ

て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
自
治
会
加
入
率
の
低
迷
に

よ
り
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
一
斉
改
選
に
向
け
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
の
推
薦
ル
ー

ト
の
活
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
市
報
で
特

集
を
組
み
委
嘱
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

◎
議
員　
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
欠

か
せ
な
い
。
業
務
の
効
率
化
と
両
立
支
援
を
進
め
、

次
代
の
委
員
確
保
や
活
動
の
「
見
え
る
化
」
を
推

進
し
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
の
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

その他の
主な質問

【教育】公立幼稚園の認定こども園への移行について

屋良 千枝美 議員

◎
女
性
の
差
別
に
反
対
し
地
位
向
上
を
求

め
る
国
際
女
性
デ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て

◎
議
員　
大
山
幼
稚
園
が
大
山
こ
ど
も
園
へ
と
移

行
す
る
計
画
や
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
公
立
幼
稚
園
は
保
育
ニ
ー
ズ

に
よ
り
園
児
数
が
減
少
し
て
い
る
。
移
行
計
画
に

基
づ
き
全
て
の
公
立
幼
稚
園
を
子
育
て
家
庭
が
求

め
る
教
育
・
保
育
機
能
を
併
せ
持
つ
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
大
切
に
さ
れ
て
き
た
幼
稚
園
と
小
学
校

と
の
連
携
の
継
続
性
や
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
指
導
部
長　
小
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園
と
連
携

を
継
承
し
、
幼
稚
園
教
育
の
重
要
性
を
図
り
な
が

ら
教
育
・
保
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
の
園
児
数
や
給
食

の
提
供
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
大
山
こ
ど
も
園
で
は
三
歳
児

・
四
歳
児
十
八
名
、
五
歳
児
二
十
四
名
、
合
計
六

十
名
で
あ
る
。
給
食
は
外
部
搬
入
で
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
も
事
前
に
保
護
者
か
ら
情
報
を
得
て
個

別
に
対
応
を
検
討
す
る
。
令
和
十
年
度
に
は
全
て

の
公
立
幼
稚
園
が
子
ど
も
園
へ
移
行
す
る
。

◎
議
員　
新
制
度
で
働
く
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士

の
ご
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
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その他の
主な質問

【基地】普天間飛行場代替施設建設事業の進捗状況について

平安座 武志 議員

◎
本
市
の
が
ん
検
診
の
現
状
に
つ
い
て

◎
埋
設
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て◎
防
災
公
園
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
返
還
ま
で
約
十
二
年
と
言
わ
れ
る
代
替

施
設
建
設
事
業
の
起
点
、
工
事
完
了
予
定
を
伺
う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
工
事
の
起
点
日
は
、
大
浦
湾

側
の
工
事
に
着
手
し
た
令
和
六
年
一
月
十
日
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
仮
に
計
画
ど
お
り
進
捗
し

た
場
合
の
各
工
事
の
完
了
時
期
は
、
埋
立
て
が
令

和
十
四
年
一
月
頃
、
飛
行
場
施
設
工
事
が
同
十
五

年
四
月
頃
完
了
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
工

事
期
間
と
は
別
に
、
提
供
手
続
完
了
ま
で
に
各
種

調
整
等
、
約
三
年
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◎
議
員　
代
替
施
設
完
成
ま
で
あ
と
八
年
、
そ
の

後
約
三
年
の
調
整
期
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
施
設
完
成
後
早
期
の
普
天
間
飛
行
場
の
運

用
停
止
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
約
三
年
要
す
る
と
い
う
調
整

期
間
中
に
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
停
止
が
実
現
可

能
と
な
れ
ば
、
目
に
見
え
る
形
で
の
大
き
な
負
担

軽
減
に
な
る
と
考
え
る
。
い
ま
一
度
、
各
種
調
整

に
係
る
内
容
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い
、
実
現

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
返
還
前
の
運
用
停
止
が
、
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【交通】宜野湾市地域公共交通推進事業について

伊佐  哲雄 議員

◎
見
守
り
自
動
販
売
機
等
運
営
委
託
事
業

に
つ
い
て

◎
宜
野
湾
市
福
祉
振
興
基
金
補
助
事
業
に

つ
い
て

◎
議
員　
本
市
は
令
和
四
年
に
地
域
公
共
交
通
推

進
協
議
会
、
令
和
六
年
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を

策
定
し
て
い
る
が
概
要
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長　
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し

て
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
地
域

公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
誰
も
が
住
み

や
す
く
、
安
全
、
快
適
で
持
続
的
発
展
が
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

◎
議
員　
実
際
の
運
行
を
目
指
し
て
い
る
と
考
え

る
が
、
現
時
点
で
の
課
題
や
対
策
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
事
業
に
対
す
る
影
響
を
慎
重
に
見
極
め
る

こ
と
、委
託
業
者
や
運
転
手
を
い
か
に
確
保
す
る

か
が
課
題
で
あ
る
。方
策
は
、交
通
事
業
者
と
の

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員　
他
の
自
治
体
で
は
既
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
経
営
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
複
数
の
自
治
体
に
問
合
せ
た
が
、

収
支
率
は
二
十
％
か
ら
四
十
％
で
、収
支
状
況
は

た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
と
察
し
て
い
る
。

◎
議
員　
そ
れ
も
含
め
令
和
八
年
の
運
行
実
施
に

向
け
ア
イ
デ
ア
を
出
し
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】喜友名公園整備計画について

知念  秀明 議員

◎
資
格
試
験
受
験
料
の
全
額
助
成
に
つ
い

て◎
教
職
員
負
担
軽
減
対
策
に
お
け
る
保
護

者
対
応
窓
口
設
置
に
つ
い
て

◎
議
員　
普
天
間
中
学
校
裏
の
喜
友
名
公
園
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
二
〇
一
四
年
の
初
当
選
以
来
十

年
間
で
十
九
回
目
の
質
問
に
な
る
が
、
今
回
喜
友

名
公
園
整
備
検
討
調
査
事
業
で
、
初
め
て
四
百
十

七
万
三
千
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
ま
ず
一
つ
目
に
現
状
分
析
、
二
点

目
に
そ
の
整
備
に
係
る
問
題
点
、
課
題
の
抽
出
を

し
、
三
点
目
に
意
向
調
査
、
四
点
目
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
、
五
点
目
に
地
域
住
民
意
見
交
換
会
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
令
和
八
年
度
予
定
の
業
務
内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
喜
友
名
公
園
の
計
画
内
容
の
検
討

や
整
備
方
針
を
定
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
令
和
九
年
度
予
定
の
業
務
内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
公
園
の
基
本
設
計
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

◎
議
員　
喜
友
名
区
民
の
方
々
に
説
明
を
し
な
が

ら
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
令
和
十

一
年
度
に
は
実
施
計
画
を
つ
く
っ
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【経済】ソーシャル・インパクト・ボンド（ＳＩＢ）について

又吉　亮 議員

◎
女
性
の
働
き
方
支
援
に
つ
い
て

◎
学
校
給
食
に
お
け
る
二
次
調
理
食
の
提

供
に
つ
い
て

◎
議
員　
東
近
江
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
ボ
ン
ド
方
式
の
事
業
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
委
託
を
受
け
た
中
間
支
援
組

織
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
募
集
、
採
択
し
、
あ
ら
か

じ
め
成
果
指
標
を
設
定
し
た
上
で
個
人
ま
た
は
法

人
か
ら
出
資
を
集
め
、
採
択
事
業
の
支
援
金
と
し

て
事
業
者
へ
交
付
す
る
。
事
業
者
が
成
果
を
達
成

し
て
い
れ
ば
、
市
が
元
本
分
を
中
間
支
援
組
織
を

通
じ
て
出
資
者
へ
償
還
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

◎
議
員　
宜
野
湾
市
の
地
域
づ
く
り
事
業
を
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
の
仕
組
み
を

使
っ
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　
民
間
事
業
者
が
出
資
を
受
け

る
こ
と
で
多
様
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

行
政
と
し
て
も
事
業
の
効
率
化
及
び
早
期
着
手
が

図
ら
れ
る
た
め
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
効

果
的
な
手
法
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド

が
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
知
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
市
職
員
向
け
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
セ
ミ
ナ
ー

や
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
市
民
講
座
の
実
施
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】火葬場建設について

上里  広幸 議員

◎
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に

つ
い
て

◎
基
地
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◎
道
路
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
予
算
案
に
お
い
て
沖
縄
市

に
て
火
葬
場
建
設
の
計
画
が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、

広
域
火
葬
場
計
画
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
沖
縄
市
よ
り
お
声
が
け
が
あ
り
、

北
谷
町
、
北
中
城
村
を
加
え
た
四
市
町
村
に
お
い

て
沖
縄
市
を
事
業
主
体
と
し
た
広
域
火
葬
場
の
整

備
を
協
議
し
た
結
果
、
沖
縄
市
へ
事
務
委
託
を
実

施
す
べ
く
今
議
会
へ
上
程
し
て
い
る
。

◎
議
員　
事
務
委
託
を
す
る
こ
と
で
本
市
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
の
か
懸
念
が
あ
る
。
事
務
運
営
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
構
成
市
町
村
の
首
長
級
の
会
議
体

を
実
質
的
な
意
思
決
定
の
場
と
し
、
各
種
決
定
事

項
や
運
営
に
関
す
る
疑
義
等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら

の
会
議
体
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

◎
議
員　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
令
和
九
年
度
ま
で
に
、
建
設
・
外

構
・
火
葬
炉
工
事
を
完
了
し
、
そ
の
後
に
供
用
開

始
す
る
と
い
う
形
で
予
定
し
て
い
る
。

◎
議
員　
慎
重
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】ひきこもり等の子ども・若者支援について

山城  康弘 議員

◎
乳
幼
児
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

◎
市
の
組
織
体
制
の
効
果
的
な
人
員
配
置

に
つ
い
て

◎
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

◎
議
員　
宜
野
湾
市
の
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
福
祉
総
務
課
の
ほ
う
で
把
握

し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
対
象
者
五
十
名
の
う

ち
、
若
者
に
当
た
る
方
は
十
九
名
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
ひ
き
こ
も
り
対
象
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
本
市
で
は
、
専
門
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
電
話
や
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

に
よ
る
支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

◎
議
員　
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
ひ
き
こ
も
り
支
援
で
は
、
地

域
の
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
早
期
発
見
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
見
守
り
活
動
と
連
携
し
、
地
域
で
の
発

見
と
相
談
に
つ
な
げ
る
体
制
の
構
築
を
今
後
も
や

っ
て
い
く
。

◎
議
員　
地
域
と
し
っ
か
り
連
携
を
し
、
情
報
を

共
有
し
て
、
行
政
の
ほ
う
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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その他の
主な質問

【基地】普天間飛行場代替施設建設事業の進捗状況について

平安座 武志 議員

◎
本
市
の
が
ん
検
診
の
現
状
に
つ
い
て

◎
埋
設
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て◎
防
災
公
園
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
返
還
ま
で
約
十
二
年
と
言
わ
れ
る
代
替

施
設
建
設
事
業
の
起
点
、
工
事
完
了
予
定
を
伺
う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
工
事
の
起
点
日
は
、
大
浦
湾

側
の
工
事
に
着
手
し
た
令
和
六
年
一
月
十
日
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
仮
に
計
画
ど
お
り
進
捗
し

た
場
合
の
各
工
事
の
完
了
時
期
は
、
埋
立
て
が
令

和
十
四
年
一
月
頃
、
飛
行
場
施
設
工
事
が
同
十
五

年
四
月
頃
完
了
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
工

事
期
間
と
は
別
に
、
提
供
手
続
完
了
ま
で
に
各
種

調
整
等
、
約
三
年
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◎
議
員　
代
替
施
設
完
成
ま
で
あ
と
八
年
、
そ
の

後
約
三
年
の
調
整
期
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
施
設
完
成
後
早
期
の
普
天
間
飛
行
場
の
運

用
停
止
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
基
地
政
策
部
長　
約
三
年
要
す
る
と
い
う
調
整

期
間
中
に
普
天
間
飛
行
場
の
運
用
停
止
が
実
現
可

能
と
な
れ
ば
、
目
に
見
え
る
形
で
の
大
き
な
負
担

軽
減
に
な
る
と
考
え
る
。
い
ま
一
度
、
各
種
調
整

に
係
る
内
容
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い
、
実
現

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
返
還
前
の
運
用
停
止
が
、
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【交通】宜野湾市地域公共交通推進事業について

伊佐  哲雄 議員

◎
見
守
り
自
動
販
売
機
等
運
営
委
託
事
業

に
つ
い
て

◎
宜
野
湾
市
福
祉
振
興
基
金
補
助
事
業
に

つ
い
て

◎
議
員　
本
市
は
令
和
四
年
に
地
域
公
共
交
通
推

進
協
議
会
、
令
和
六
年
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を

策
定
し
て
い
る
が
概
要
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長　
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し

て
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
地
域

公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
誰
も
が
住
み

や
す
く
、
安
全
、
快
適
で
持
続
的
発
展
が
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

◎
議
員　
実
際
の
運
行
を
目
指
し
て
い
る
と
考
え

る
が
、
現
時
点
で
の
課
題
や
対
策
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
事
業
に
対
す
る
影
響
を
慎
重
に
見
極
め
る

こ
と
、委
託
業
者
や
運
転
手
を
い
か
に
確
保
す
る

か
が
課
題
で
あ
る
。方
策
は
、交
通
事
業
者
と
の

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員　
他
の
自
治
体
で
は
既
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
経
営
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
複
数
の
自
治
体
に
問
合
せ
た
が
、

収
支
率
は
二
十
％
か
ら
四
十
％
で
、収
支
状
況
は

た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
と
察
し
て
い
る
。

◎
議
員　
そ
れ
も
含
め
令
和
八
年
の
運
行
実
施
に

向
け
ア
イ
デ
ア
を
出
し
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】喜友名公園整備計画について

知念  秀明 議員

◎
資
格
試
験
受
験
料
の
全
額
助
成
に
つ
い

て◎
教
職
員
負
担
軽
減
対
策
に
お
け
る
保
護

者
対
応
窓
口
設
置
に
つ
い
て

◎
議
員　
普
天
間
中
学
校
裏
の
喜
友
名
公
園
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
二
〇
一
四
年
の
初
当
選
以
来
十

年
間
で
十
九
回
目
の
質
問
に
な
る
が
、
今
回
喜
友

名
公
園
整
備
検
討
調
査
事
業
で
、
初
め
て
四
百
十

七
万
三
千
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
ま
ず
一
つ
目
に
現
状
分
析
、
二
点

目
に
そ
の
整
備
に
係
る
問
題
点
、
課
題
の
抽
出
を

し
、
三
点
目
に
意
向
調
査
、
四
点
目
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
、
五
点
目
に
地
域
住
民
意
見
交
換
会
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　
令
和
八
年
度
予
定
の
業
務
内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
喜
友
名
公
園
の
計
画
内
容
の
検
討

や
整
備
方
針
を
定
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
令
和
九
年
度
予
定
の
業
務
内
容
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
公
園
の
基
本
設
計
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

◎
議
員　
喜
友
名
区
民
の
方
々
に
説
明
を
し
な
が

ら
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
令
和
十

一
年
度
に
は
実
施
計
画
を
つ
く
っ
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【経済】ソーシャル・インパクト・ボンド（ＳＩＢ）について

又吉　亮 議員

◎
女
性
の
働
き
方
支
援
に
つ
い
て

◎
学
校
給
食
に
お
け
る
二
次
調
理
食
の
提

供
に
つ
い
て

◎
議
員　
東
近
江
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク

ト
・
ボ
ン
ド
方
式
の
事
業
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
委
託
を
受
け
た
中
間
支
援
組

織
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
募
集
、
採
択
し
、
あ
ら
か

じ
め
成
果
指
標
を
設
定
し
た
上
で
個
人
ま
た
は
法

人
か
ら
出
資
を
集
め
、
採
択
事
業
の
支
援
金
と
し

て
事
業
者
へ
交
付
す
る
。
事
業
者
が
成
果
を
達
成

し
て
い
れ
ば
、
市
が
元
本
分
を
中
間
支
援
組
織
を

通
じ
て
出
資
者
へ
償
還
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

◎
議
員　
宜
野
湾
市
の
地
域
づ
く
り
事
業
を
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
の
仕
組
み
を

使
っ
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　
民
間
事
業
者
が
出
資
を
受
け

る
こ
と
で
多
様
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

行
政
と
し
て
も
事
業
の
効
率
化
及
び
早
期
着
手
が

図
ら
れ
る
た
め
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
効

果
的
な
手
法
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド

が
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
知
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
市
職
員
向
け
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
セ
ミ
ナ
ー

や
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
市
民
講
座
の
実
施
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】火葬場建設について

上里  広幸 議員

◎
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に

つ
い
て

◎
基
地
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◎
道
路
行
政
に
つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
予
算
案
に
お
い
て
沖
縄
市

に
て
火
葬
場
建
設
の
計
画
が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、

広
域
火
葬
場
計
画
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
沖
縄
市
よ
り
お
声
が
け
が
あ
り
、

北
谷
町
、
北
中
城
村
を
加
え
た
四
市
町
村
に
お
い

て
沖
縄
市
を
事
業
主
体
と
し
た
広
域
火
葬
場
の
整

備
を
協
議
し
た
結
果
、
沖
縄
市
へ
事
務
委
託
を
実

施
す
べ
く
今
議
会
へ
上
程
し
て
い
る
。

◎
議
員　
事
務
委
託
を
す
る
こ
と
で
本
市
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
の
か
懸
念
が
あ
る
。
事
務
運
営
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
構
成
市
町
村
の
首
長
級
の
会
議
体

を
実
質
的
な
意
思
決
定
の
場
と
し
、
各
種
決
定
事

項
や
運
営
に
関
す
る
疑
義
等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら

の
会
議
体
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

◎
議
員　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
企
画
部
長　
令
和
九
年
度
ま
で
に
、
建
設
・
外

構
・
火
葬
炉
工
事
を
完
了
し
、
そ
の
後
に
供
用
開

始
す
る
と
い
う
形
で
予
定
し
て
い
る
。

◎
議
員　
慎
重
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】ひきこもり等の子ども・若者支援について

山城  康弘 議員

◎
乳
幼
児
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

◎
市
の
組
織
体
制
の
効
果
的
な
人
員
配
置

に
つ
い
て

◎
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

◎
議
員　
宜
野
湾
市
の
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
福
祉
総
務
課
の
ほ
う
で
把
握

し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
対
象
者
五
十
名
の
う

ち
、
若
者
に
当
た
る
方
は
十
九
名
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　
ひ
き
こ
も
り
対
象
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
本
市
で
は
、
専
門
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
電
話
や
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

に
よ
る
支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

◎
議
員　
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長　
ひ
き
こ
も
り
支
援
で
は
、
地

域
の
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
早
期
発
見
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
見
守
り
活
動
と
連
携
し
、
地
域
で
の
発

見
と
相
談
に
つ
な
げ
る
体
制
の
構
築
を
今
後
も
や

っ
て
い
く
。

◎
議
員　
地
域
と
し
っ
か
り
連
携
を
し
、
情
報
を

共
有
し
て
、
行
政
の
ほ
う
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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その他の
主な質問

【基地】平和行政の推進へ若者の声を生かしていくための取組について

プリティ
宮城ちえ 議員

◎
女
性
及
び
こ
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め

の
施
策
に
つ
い
て

◎
学
校
現
場
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
に

つ
い
て

◎
議
員　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
被
爆
し
た
日
本

が
一
番
理
解
し
て
い
る
。
今
、
世
界
中
で
宝
石
の

よ
う
に
輝
く
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
核
兵
器
が
使

わ
れ
な
い
よ
う
、
日
本
も
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
本
市
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

悲
痛
な
教
訓
を
生
か
し
、
反
核
、
軍
縮
を
求
め
る

平
和
都
市
宣
言
を
昭
和
六
十
年
三
月
に
行
っ
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を
求
め
、
平
和
大
使

の
活
動
を
通
し
平
和
の
尊
さ
を
発
信
し
て
い
く
。

◎
議
員　
高
校
生
も
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
次
世
代
へ
戦
争
の
証
言
を
つ

な
ぐ
若
者
の
育
成
は
大
事
で
あ
り
、
平
和
大
使
の

育
成
を
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
大
使
の
育
成
は
す
ば
ら
し
い
。
高
校
生

や
若
者
の
育
成
と
と
も
に
世
界
一
危
険
な
基
地
の

あ
る
本
市
か
ら
世
界
平
和
を
叫
ぶ
沖
縄
伝
統
文
化

の
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
す
る
。
本
市
に
は
三
線
や
琉

舞
の
文
化
や
、
す
ば
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い

る
。
沖
縄
発
祥
の
空
手
も
あ
る
。
嘉
数
高
台
公
園

か
ら
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
を
提
案
す
る
。

その他の
主な質問

【地域】自治公民館（学習等供用施設）の老朽化による建て替えについて

宮城　克 議員

◎
火
葬
場
建
設
（
委
員
会
設
置
・
建
設
・

運
営
）
に
つ
い
て

◎
（
仮
称
）
は
ご
ろ
も
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
）
の
運
営
に
つ
い
て

◎
議
員　
自
治
公
民
館
（
学
習
等
供
用
施
設
）
の

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
に
つ
い
て
、現
在
既
存

の
自
治
会
公
民
館
の
築
年
数
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
二
十
三
自
治
会
の
中
で
お
お

む
ね
築
年
数
四
十
五
年
程
度
の
七
か
所
に
つ
い
て
、

普
天
間
二
区
自
治
会
が
五
十
五
年
、
野
嵩
二
区
自

治
会
が
五
十
四
年
、
野
嵩
一
区
自
治
会
が
四
十
九

年
、
喜
友
名
区
自
治
会
が
四
十
五
年
、
宜
野
湾
区

自
治
会
が
四
十
五
年
、
真
栄
原
区
自
治
会
が
四
十

四
年
、
普
天
間
三
区
自
治
会
が
四
十
三
年
と
な
っ

て
い
る
。

◎
議
員　
学
習
等
供
用
施
設
の
建
築
総
工
費
に
対

す
る
自
治
会
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た

学
習
等
供
用
施
設
は
公
の
施
設
と
思
う
が
、
負
担

は
行
政
が
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　
自
治
会
負
担
に
つ
い
て
は
、

建
築
総
工
費
か
ら
国
庫
補
助
を
除
い
た
残
り
の
十

分
の
六
・
五
を
市
が
負
担
し
、
残
り
の
十
分
の
三

・
五
を
自
治
会
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
議
員　
宜
野
湾
区
公
民
館
は
築
四
十
五
年
と
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
相
談
に
乗
っ
て
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】第４次宜野湾市男女共同参画計画～はごろもぷらん～について

座間味 万佳 議員

◎
お
む
つ
定
期
便
や
ベ
ビ
ー
ミ
ル
ク
な
ど

乳
幼
児
支
援
つ
い
て

◎
市
民
図
書
館
や
学
校
図
書
館
等
の
読
書

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
に
お
い
て
「
宜
野
湾

市
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
あ
る
が
ど
う
い
っ
た

も
の
か
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
女
性
が
職
場
や
社
会
で
活
躍

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

◎
議
員　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
践

し
て
い
る
企
業
は
「
え
る
ぼ
し
」「
く
る
み
ん
」

等
に
国
か
ら
認
定
さ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
は
加

点
評
価
と
な
る
が
、
本
市
に
は
当
該
項
目
は
な
い
。

県
外
で
は
総
合
評
価
方
式
や
企
画
競
争
に
お
い
て

加
点
評
価
の
事
例
が
あ
り
、
他
市
の
導
入
事
例
を

調
査
研
究
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
第
四
次
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
で
は
、
全
て

の
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
の
実
現
と
あ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
奨
す
る
施
策

だ
と
考
え
る
が
、
企
業
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
入
札

に
お
け
る
加
点
評
価
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
長　
市
内
業
者
の
優
先
発
注
を
踏
ま
え
つ
つ

関
係
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
も
含
め
、
調
査
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【防災】防災公園について

濱元  朝晴 議員

◎
沖
縄
西
海
岸
道
路
宜
野
湾
道
路
（
仮

称
）
に
つ
い
て

◎
大
謝
名
団
地
内
に
整
備
予
定
の
複
合
施

設
に
つ
い
て

◎
議
員　
防
災
公
園
の
定
義
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
防
災
公
園
と
は
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
避
難
場
所
や
救
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
公
園
で
あ
る
。

◎
議
員　
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
公
園
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
四
十
一
の
都
市
公
園
が
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
緊
急
避
難
場
所
と

な
ら
な
い
公
園
も
あ
る
。
例
え
ば
、
海
抜
の
低
い

海
浜
公
園
や
伊
佐
児
童
公
園
な
ど
は
、
津
波
や
高

潮
の
際
の
緊
急
避
難
場
所
に
は
な
ら
な
い
。

◎
議
員　
森
川
公
園
を
耐
震
性
緊
急
貯
水
槽
を
備

え
た
防
災
公
園
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
耐
震
性
緊
急
貯
水
槽
も
含
め
た
様

々
な
防
災
設
備
を
検
討
し
な
が
ら
、関
係
部
署
と

調
整
し
、本
市
の
防
災
機
能
の
拡
充
強
化
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
る
。

◎
議
員　
西
海
岸
地
域
は
海
抜
が
低
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
大
勢
の
市
民
が
安
心
・
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
森
川
公
園
を
防
災
総
合
公
園
と
し
て
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】介護保険事業について

伊佐  文貴 議員

◎
本
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の

活
用
に
つ
い
て

◎
山
口
県
岩
国
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
予
算
ベ
ー
ス
の
介
護
給
付

費
準
備
基
金
残
高
と
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
令
和
七
年
度
当
初
予
算
編
成

時
点
の
当
該
基
金
の
取
崩
し
は
な
く
、
残
高
は
約

十
億
二
千
五
百
万
円
で
あ
る
。
基
金
の
活
用
と
し

て
は
運
用
益
を
活
用
し
た
事
業
の
拡
大
に
よ
り
第

一
号
被
保
険
者
の
皆
様
の
介
護
予
防
の
取
組
に
還

元
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

◎
議
員　
還
元
の
取
組
と
し
て
、
居
宅
住
宅
改
修

費
に
七
万
五
千
円
を
プ
ラ
ス
す
る
助
成
が
で
き
な

い
の
か
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
基
金
の
残
額
を
温
存
す
る
形

で
運
用
益
で
も
っ
て
還
元
を
す
る
方
針
を
部
で
決

め
て
い
る
。
温
存
は
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
伸
び

に
よ
る
介
護
給
付
費
の
増
見
込
み
の
た
め
で
あ
る
。

◎
議
員　
物
価
高
で
資
材
や
人
件
費
の
コ
ス
ト
が

上
昇
し
、
本
来
必
要
な
手
す
り
の
本
数
を
減
ら
す

な
ど
事
業
者
も
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
名
護
市
で

は
居
宅
住
宅
改
修
費
二
十
万
円
を
超
え
る
額
に
助

成
し
、
計
三
十
万
円
を
助
成
限
度
額
に
し
て
い
る
。

本
市
で
も
一
部
、
基
金
の
運
用
で
き
る
範
囲
が
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【安全】市道整備について

宮城  政司 議員

◎
旧
交
通
裁
判
所
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

◎
自
治
会
加
入
促
進
の
取
組
に
お
け
る
市

の
役
割
と
認
識
に
つ
い
て

◎
市
内
公
園
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
市
道
宜
野
湾
十
一
号
は
広
い
歩
道
に
な

っ
て
お
り
、
と
て
も
歩
き
や
す
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
方
も
よ
く
見
か
け
る
。
以
前
か
ら
道
路
の
街

灯
、
も
し
く
は
何
か
明
か
り
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
提
言
、
要
望
し
て
き
た
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
含

む
街
灯
等
の
照
明
的
な
整
備
の
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
市
道
宜
野
湾
十
一
号
の
フ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
設
置
状
況
は
、
今
年
度
に
お
い
て
市
道
中

原
三
十
三
号
の
交
差
部
分
か
ら
、
宜
野
湾
小
学
校

側
の
市
道
愛
知
八
号
付
近
の
間
、
延
長
約
九
百
十

三
メ
ー
タ
ー
に
お
い
て
、
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
、

八
十
五
本
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
設
置
完
了
し
た
。

ま
た
、
次
年
度
に
お
い
て
も
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
残
り
部
分
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
、
段

階
的
に
設
置
を
検
討
す
る
。

◎
議
員　
設
置
さ
れ
た
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
適
度
な

明
か
り
で
、
夜
の
歩
行
者
に
と
っ
て
よ
い
照
明
設

備
と
な
っ
て
お
り
感
謝
す
る
。
ま
た
、
反
射
鏡
も

設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。
次
年
度
も
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
ま
だ
設
置
で
き
て
い
な
い
宜
野
湾
区
の

部
分
へ
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
検
討
を
ぜ
ひ
お

願
い
す
る
。
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その他の
主な質問

【基地】平和行政の推進へ若者の声を生かしていくための取組について

プリティ
宮城ちえ 議員

◎
女
性
及
び
こ
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め

の
施
策
に
つ
い
て

◎
学
校
現
場
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
に

つ
い
て

◎
議
員　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
被
爆
し
た
日
本

が
一
番
理
解
し
て
い
る
。
今
、
世
界
中
で
宝
石
の

よ
う
に
輝
く
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
核
兵
器
が
使

わ
れ
な
い
よ
う
、
日
本
も
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
本
市
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

悲
痛
な
教
訓
を
生
か
し
、
反
核
、
軍
縮
を
求
め
る

平
和
都
市
宣
言
を
昭
和
六
十
年
三
月
に
行
っ
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を
求
め
、
平
和
大
使

の
活
動
を
通
し
平
和
の
尊
さ
を
発
信
し
て
い
く
。

◎
議
員　
高
校
生
も
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
次
世
代
へ
戦
争
の
証
言
を
つ

な
ぐ
若
者
の
育
成
は
大
事
で
あ
り
、
平
和
大
使
の

育
成
を
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　
大
使
の
育
成
は
す
ば
ら
し
い
。
高
校
生

や
若
者
の
育
成
と
と
も
に
世
界
一
危
険
な
基
地
の

あ
る
本
市
か
ら
世
界
平
和
を
叫
ぶ
沖
縄
伝
統
文
化

の
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
す
る
。
本
市
に
は
三
線
や
琉

舞
の
文
化
や
、
す
ば
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
い

る
。
沖
縄
発
祥
の
空
手
も
あ
る
。
嘉
数
高
台
公
園

か
ら
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
を
提
案
す
る
。

その他の
主な質問

【地域】自治公民館（学習等供用施設）の老朽化による建て替えについて

宮城　克 議員

◎
火
葬
場
建
設
（
委
員
会
設
置
・
建
設
・

運
営
）
に
つ
い
て

◎
（
仮
称
）
は
ご
ろ
も
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
）
の
運
営
に
つ
い
て

◎
議
員　
自
治
公
民
館
（
学
習
等
供
用
施
設
）
の

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
に
つ
い
て
、現
在
既
存

の
自
治
会
公
民
館
の
築
年
数
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
二
十
三
自
治
会
の
中
で
お
お

む
ね
築
年
数
四
十
五
年
程
度
の
七
か
所
に
つ
い
て
、

普
天
間
二
区
自
治
会
が
五
十
五
年
、
野
嵩
二
区
自

治
会
が
五
十
四
年
、
野
嵩
一
区
自
治
会
が
四
十
九

年
、
喜
友
名
区
自
治
会
が
四
十
五
年
、
宜
野
湾
区

自
治
会
が
四
十
五
年
、
真
栄
原
区
自
治
会
が
四
十

四
年
、
普
天
間
三
区
自
治
会
が
四
十
三
年
と
な
っ

て
い
る
。

◎
議
員　
学
習
等
供
用
施
設
の
建
築
総
工
費
に
対

す
る
自
治
会
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た

学
習
等
供
用
施
設
は
公
の
施
設
と
思
う
が
、
負
担

は
行
政
が
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　
自
治
会
負
担
に
つ
い
て
は
、

建
築
総
工
費
か
ら
国
庫
補
助
を
除
い
た
残
り
の
十

分
の
六
・
五
を
市
が
負
担
し
、
残
り
の
十
分
の
三

・
五
を
自
治
会
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
議
員　
宜
野
湾
区
公
民
館
は
築
四
十
五
年
と
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
相
談
に
乗
っ
て
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】第４次宜野湾市男女共同参画計画～はごろもぷらん～について

座間味 万佳 議員

◎
お
む
つ
定
期
便
や
ベ
ビ
ー
ミ
ル
ク
な
ど

乳
幼
児
支
援
つ
い
て

◎
市
民
図
書
館
や
学
校
図
書
館
等
の
読
書

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
に
お
い
て
「
宜
野
湾

市
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
あ
る
が
ど
う
い
っ
た

も
の
か
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長　
女
性
が
職
場
や
社
会
で
活
躍

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

◎
議
員　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
践

し
て
い
る
企
業
は
「
え
る
ぼ
し
」「
く
る
み
ん
」

等
に
国
か
ら
認
定
さ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
は
加

点
評
価
と
な
る
が
、
本
市
に
は
当
該
項
目
は
な
い
。

県
外
で
は
総
合
評
価
方
式
や
企
画
競
争
に
お
い
て

加
点
評
価
の
事
例
が
あ
り
、
他
市
の
導
入
事
例
を

調
査
研
究
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◎
議
員　
第
四
次
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
で
は
、
全
て

の
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
の
実
現
と
あ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
奨
す
る
施
策

だ
と
考
え
る
が
、
企
業
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
入
札

に
お
け
る
加
点
評
価
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
市
長　
市
内
業
者
の
優
先
発
注
を
踏
ま
え
つ
つ

関
係
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
も
含
め
、
調
査
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【防災】防災公園について

濱元  朝晴 議員

◎
沖
縄
西
海
岸
道
路
宜
野
湾
道
路
（
仮

称
）
に
つ
い
て

◎
大
謝
名
団
地
内
に
整
備
予
定
の
複
合
施

設
に
つ
い
て

◎
議
員　
防
災
公
園
の
定
義
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
防
災
公
園
と
は
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
避
難
場
所
や
救
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
公
園
で
あ
る
。

◎
議
員　
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
公
園
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
四
十
一
の
都
市
公
園
が
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
緊
急
避
難
場
所
と

な
ら
な
い
公
園
も
あ
る
。
例
え
ば
、
海
抜
の
低
い

海
浜
公
園
や
伊
佐
児
童
公
園
な
ど
は
、
津
波
や
高

潮
の
際
の
緊
急
避
難
場
所
に
は
な
ら
な
い
。

◎
議
員　
森
川
公
園
を
耐
震
性
緊
急
貯
水
槽
を
備

え
た
防
災
公
園
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
伺
う
。

◎
総
務
部
長　
耐
震
性
緊
急
貯
水
槽
も
含
め
た
様

々
な
防
災
設
備
を
検
討
し
な
が
ら
、関
係
部
署
と

調
整
し
、本
市
の
防
災
機
能
の
拡
充
強
化
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
る
。

◎
議
員　
西
海
岸
地
域
は
海
抜
が
低
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
大
勢
の
市
民
が
安
心
・
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
森
川
公
園
を
防
災
総
合
公
園
と
し
て
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】介護保険事業について

伊佐  文貴 議員

◎
本
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の

活
用
に
つ
い
て

◎
山
口
県
岩
国
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て

◎
議
員　
令
和
七
年
度
予
算
ベ
ー
ス
の
介
護
給
付

費
準
備
基
金
残
高
と
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
令
和
七
年
度
当
初
予
算
編
成

時
点
の
当
該
基
金
の
取
崩
し
は
な
く
、
残
高
は
約

十
億
二
千
五
百
万
円
で
あ
る
。
基
金
の
活
用
と
し

て
は
運
用
益
を
活
用
し
た
事
業
の
拡
大
に
よ
り
第

一
号
被
保
険
者
の
皆
様
の
介
護
予
防
の
取
組
に
還

元
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

◎
議
員　
還
元
の
取
組
と
し
て
、
居
宅
住
宅
改
修

費
に
七
万
五
千
円
を
プ
ラ
ス
す
る
助
成
が
で
き
な

い
の
か
伺
う
。

◎
健
康
推
進
部
長　
基
金
の
残
額
を
温
存
す
る
形

で
運
用
益
で
も
っ
て
還
元
を
す
る
方
針
を
部
で
決

め
て
い
る
。
温
存
は
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
伸
び

に
よ
る
介
護
給
付
費
の
増
見
込
み
の
た
め
で
あ
る
。

◎
議
員　
物
価
高
で
資
材
や
人
件
費
の
コ
ス
ト
が

上
昇
し
、
本
来
必
要
な
手
す
り
の
本
数
を
減
ら
す

な
ど
事
業
者
も
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
名
護
市
で

は
居
宅
住
宅
改
修
費
二
十
万
円
を
超
え
る
額
に
助

成
し
、
計
三
十
万
円
を
助
成
限
度
額
に
し
て
い
る
。

本
市
で
も
一
部
、
基
金
の
運
用
で
き
る
範
囲
が
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の
主な質問

【安全】市道整備について

宮城  政司 議員

◎
旧
交
通
裁
判
所
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

◎
自
治
会
加
入
促
進
の
取
組
に
お
け
る
市

の
役
割
と
認
識
に
つ
い
て

◎
市
内
公
園
整
備
に
つ
い
て

◎
議
員　
市
道
宜
野
湾
十
一
号
は
広
い
歩
道
に
な

っ
て
お
り
、
と
て
も
歩
き
や
す
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
方
も
よ
く
見
か
け
る
。
以
前
か
ら
道
路
の
街

灯
、
も
し
く
は
何
か
明
か
り
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
提
言
、
要
望
し
て
き
た
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
含

む
街
灯
等
の
照
明
的
な
整
備
の
状
況
を
伺
う
。

◎
建
設
部
長　
市
道
宜
野
湾
十
一
号
の
フ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
設
置
状
況
は
、
今
年
度
に
お
い
て
市
道
中

原
三
十
三
号
の
交
差
部
分
か
ら
、
宜
野
湾
小
学
校

側
の
市
道
愛
知
八
号
付
近
の
間
、
延
長
約
九
百
十

三
メ
ー
タ
ー
に
お
い
て
、
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
、

八
十
五
本
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
設
置
完
了
し
た
。

ま
た
、
次
年
度
に
お
い
て
も
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
残
り
部
分
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
、
段

階
的
に
設
置
を
検
討
す
る
。

◎
議
員　
設
置
さ
れ
た
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
適
度
な

明
か
り
で
、
夜
の
歩
行
者
に
と
っ
て
よ
い
照
明
設

備
と
な
っ
て
お
り
感
謝
す
る
。
ま
た
、
反
射
鏡
も

設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。
次
年
度
も
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
ま
だ
設
置
で
き
て
い
な
い
宜
野
湾
区
の

部
分
へ
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
検
討
を
ぜ
ひ
お

願
い
す
る
。
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三
月
定
例
会 

主
な
議
案
審
議
内
容

議
案
の
主
な
内
容
は
、
本
市
に
火
葬
場
が
な
い
こ
と
に
よ

り
火
葬
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
早
急
に

火
葬
場
を
建
設
す
る
た
め
、
本
市
、
沖
縄
市
、
北
谷
町
及
び

北
中
城
村
の
四
市
町
村
に
お
い
て
、
共
同
に
よ
り
火
葬
場
を

整
備
す
る
た
め
、
沖
縄
市
に
火
葬
場
整
備
等
に
関
す
る
事
務

を
委
託
す
る
内
容
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
で
は
、
沖
縄
市
に
事
務
の
委
託
を
行
う
こ
と

で
、
本
市
が
事
務
処
理
権
限
を
失
う
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
首
長
級
の
会
議
や
担
当
部
長
級
、

担
当
課
長
級
の
会
議
な
ど
三
段
階
の
会
議
体
を
設
け
る
こ
と

で
、
各
構
成
団
体
の
意
見
が
集
約
さ
れ
運
営
さ
れ
る
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
た
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。

沖
縄
市
と
宜
野
湾
市
と
の
間
の
火
葬
場
整

備
等
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

陳
情
の
主
な
内
容
は
、
安
全
対
策
の
た
め
、
エ
ナ
ジ
ッ
ク

天
然
温
泉
ア
ロ
マ
及
び
プ
レ
サ
ン
ス
ロ
ジ
ェ
大
山
レ
ー
ヴ

の
間
に
位
置
す
る
防
波
堤
に
上
が
る
坂
道
及
び
防
波
堤
へ
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
や
既
存
の
侵
入
防
止
ブ
ロ
ッ
ク
の
移

動
、
防
波
堤
沿
い
の
側
溝
に
蓋
を
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
内

容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
本
陳
情
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
及
び
側
溝
蓋
の
設
置

に
つ
い
て

陳
情
の
主
な
内
容
は
、
令
和
七
年
度
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
市
の
補
助
金
、事
業
発
注
の
確
保
及
び
、

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
契
約
事
務
に
お

け
る
適
切
な
対
応
を
要
望
す
る
内
容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
本
陳
情
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
に
つ
い
て

議
案
の
主
な
内
容
は
、
現
教
育
長
の
仲
村
宗
男
氏
が
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
付
で
任
期
満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任

に
伊
波
保
勝
氏
を
任
命
す
る
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
。 教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て

可決採択

採択同意

その他の
主な質問

【教育】小中学校体育館の空調設備設置について

嶺井  拓磨 議員

◎
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
に
つ
い
て

◎
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

◎
生
成
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て

◎
議
員
　子
供
た
ち
の
学
校
で
あ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
学
校
体

育
館
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
防
災
と
教
育
の
観
点
か
ら

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　熱
中
症
対
策
な
ど
教
育
環
境
の
改

善
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
災
害
等
の
一
次
避
難
所

と
し
て
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
避

難
所
機
能
の
強
化
や
耐
災
害
性
の
向
上
を
図
る
上

で
、
必
要
な
機
能
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
総
務
部
長
　夏
場
の
猛
暑
時
期
に
長
期
間
の
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
避
難
所
の
環
境
整
備
や
防
災
機
能
の
強
化
の

た
め
に
、
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
等
の
暑
さ
対
策

は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員
　沖
縄
県
か
ら
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
の
加
速
化
に
向
け
て
、
教
育
長
・
教
育
委
員
会

へ
の
研
修
が
修
了
し
て
い
る
た
め
、
事
業
化
に
向

け
て
加
速
さ
せ
て
頂
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　他
市
町
村
の
動
向
や
、
先
進
地
の

情
報
収
集
な
ど
を
行
い
、
事
業
化
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【防災】小中学校体育館等への空調設備について

伊波  一男 議員

◎
老
人
世
帯
の
見
守
り
の
状
況
に
つ
い
て

◎
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
）
つ
い
て

◎
議
員
　文
科
省
の
令
和
六
年
度
補
正
予
算
の
空

調
設
備
整
備
臨
時
対
策
交
付
金
事
業
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　災
害
時
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
な
ど
へ
の
空
調
設
備
整
備
を
加
速
さ
せ
る
目
的

の
交
付
金
事
業
で
対
象
期
間
が
令
和
六
年
度
か
ら

の
十
年
間
で
冷
暖
房
設
備
設
置
工
事
、
断
熱
性
確

保
工
事
、
関
連
改
修
工
事
等
を
対
象
に
補
助
基
準

額
の
二
分
の
一
補
助
と
市
負
担
財
源
は
す
べ
て
地

方
債
が
充
て
ら
れ
元
利
償
還
金
や
整
備
後
の
光
熱

費
も
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
。

◎
議
員
　小
中
学
校
体
育
館
に
お
け
る
学
校
施
設

避
難
所
指
定
状
況
及
び
空
調
設
備
状
況
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長
　公
立
小
中
学
校
十
三
校
全
て

地
域
防
災
計
画
で
指
定
避
難
所
で
あ
る
が
、
全
て

の
体
育
館
に
空
調
機
器
の
設
置
は
な
い
。

◎
議
員
　災
害
時
の
学
校
避
難
所
の
体
育
館
で
の

暑
さ
対
策
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長
　市
所
有
の
業
務
用
扇
風
機
や
体
育

館
設
置
の
扇
風
機
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
教
育
部
長
　関
係
部
署
と
調
整
の
上
、
県
内
市

町
村
の
動
向
や
先
進
地
へ
の
情
報
収
集
な
ど
を
行

い
、
事
業
化
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】第４次宜野湾市男女共同参画計画～はごろもぷらん～について

下地　崇 議員

◎
災
害
時
指
定
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

◎
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
運
用
に
つ

い
て

◎
議
員
　は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
の
具
体
施
策
で
あ
る

性
の
多
様
性
の
理
解
促
進
に
関
す
る
取
組
に
つ
い

て
、
第
三
次
か
ら
第
四
次
計
画
に
向
け
て
、
改
善

し
た
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　計
画
移
行
の
際
に
留
意
し
た

点
と
し
て
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
課
題
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　本
市
に
お
い
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
方

々
か
ら
の
要
望
や
ご
意
見
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　本
市
に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
等
に
特
化
し
た
相
談
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
が
、

相
談
や
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
公
益
財
団

法
人
お
き
な
わ
女
性
財
団
が
開
設
し
て
い
る
に
じ

い
ろ
相
談
を
ご
案
内
し
て
い
る
。

◎
議
員
　他
市
に
お
い
て
は
電
話
相
談
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　全
て
の
人
が
輝
く
未
来
に
つ

な
が
る
ま
ち
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、
理
解
促

進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
皆
さ

ん
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】保育対策等促進事業補助金の特別支援保育事業への交付について

上地  安之 議員

◎
新
・
沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
に
つ
い
て

◎
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

◎
議
員
　特
別
支
援
保
育
の
実
施
施
設
数
並
び
に

対
象
児
童
数
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　令
和
六
年
度
の
特
別
支
援
保

育
を
実
施
し
て
い
る
公
立
保
育
所
、
認
可
保
育
園

並
び
に
認
定
こ
ど
も
園
は
計
三
十
施
設
で
、
対
象

児
童
は
合
計
百
五
十
一
名
で
あ
る
。

◎
議
員
　特
別
支
援
保
育
の
運
営
費
は
補
助
金
申

請
に
基
づ
き
、
年
明
け
に
概
算
払
い
の
流
れ
に
な

っ
て
い
る
が
、
補
助
金
の
前
倒
し
検
討
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　担
当
課
に
お
い
て
補
助
金
交

付
の
流
れ
を
再
検
討
し
た
結
果
、
交
付
申
請
を
六

月
頃
に
、
概
算
払
い
を
八
月
頃
に
前
倒
し
す
る
方

向
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。
特
別
支
援
保
育
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
対
象
児
童
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
保
育
の
提
供
、
ま
た
施
設
に
対

し
て
の
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　補
助
金
の
前
倒
し
支
給
は
、
特
別
支
援

保
育
事
業
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
、
離
職
防
止
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
園
の

安
定
的
な
保
育
の
従
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

伊波保勝 氏
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三
月
定
例
会 

主
な
議
案
審
議
内
容

議
案
の
主
な
内
容
は
、
本
市
に
火
葬
場
が
な
い
こ
と
に
よ

り
火
葬
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
早
急
に

火
葬
場
を
建
設
す
る
た
め
、
本
市
、
沖
縄
市
、
北
谷
町
及
び

北
中
城
村
の
四
市
町
村
に
お
い
て
、
共
同
に
よ
り
火
葬
場
を

整
備
す
る
た
め
、
沖
縄
市
に
火
葬
場
整
備
等
に
関
す
る
事
務

を
委
託
す
る
内
容
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
で
は
、
沖
縄
市
に
事
務
の
委
託
を
行
う
こ
と

で
、
本
市
が
事
務
処
理
権
限
を
失
う
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
首
長
級
の
会
議
や
担
当
部
長
級
、

担
当
課
長
級
の
会
議
な
ど
三
段
階
の
会
議
体
を
設
け
る
こ
と

で
、
各
構
成
団
体
の
意
見
が
集
約
さ
れ
運
営
さ
れ
る
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
た
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。

沖
縄
市
と
宜
野
湾
市
と
の
間
の
火
葬
場
整

備
等
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

陳
情
の
主
な
内
容
は
、
安
全
対
策
の
た
め
、
エ
ナ
ジ
ッ
ク

天
然
温
泉
ア
ロ
マ
及
び
プ
レ
サ
ン
ス
ロ
ジ
ェ
大
山
レ
ー
ヴ

の
間
に
位
置
す
る
防
波
堤
に
上
が
る
坂
道
及
び
防
波
堤
へ
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
や
既
存
の
侵
入
防
止
ブ
ロ
ッ
ク
の
移

動
、
防
波
堤
沿
い
の
側
溝
に
蓋
を
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
内

容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
本
陳
情
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
及
び
側
溝
蓋
の
設
置

に
つ
い
て

陳
情
の
主
な
内
容
は
、
令
和
七
年
度
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
市
の
補
助
金
、事
業
発
注
の
確
保
及
び
、

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
契
約
事
務
に
お

け
る
適
切
な
対
応
を
要
望
す
る
内
容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
本
陳
情
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
に
つ
い
て

議
案
の
主
な
内
容
は
、
現
教
育
長
の
仲
村
宗
男
氏
が
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
付
で
任
期
満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任

に
伊
波
保
勝
氏
を
任
命
す
る
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
。 教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て

可決採択

採択同意

その他の
主な質問

【教育】小中学校体育館の空調設備設置について

嶺井  拓磨 議員

◎
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
に
つ
い
て

◎
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

◎
生
成
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て

◎
議
員
　子
供
た
ち
の
学
校
で
あ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
学
校
体

育
館
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
防
災
と
教
育
の
観
点
か
ら

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　熱
中
症
対
策
な
ど
教
育
環
境
の
改

善
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
災
害
等
の
一
次
避
難
所

と
し
て
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
避

難
所
機
能
の
強
化
や
耐
災
害
性
の
向
上
を
図
る
上

で
、
必
要
な
機
能
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
総
務
部
長
　夏
場
の
猛
暑
時
期
に
長
期
間
の
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
避
難
所
の
環
境
整
備
や
防
災
機
能
の
強
化
の

た
め
に
、
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
等
の
暑
さ
対
策

は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

◎
議
員
　沖
縄
県
か
ら
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
の
加
速
化
に
向
け
て
、
教
育
長
・
教
育
委
員
会

へ
の
研
修
が
修
了
し
て
い
る
た
め
、
事
業
化
に
向

け
て
加
速
さ
せ
て
頂
き
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　他
市
町
村
の
動
向
や
、
先
進
地
の

情
報
収
集
な
ど
を
行
い
、
事
業
化
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【防災】小中学校体育館等への空調設備について

伊波  一男 議員

◎
老
人
世
帯
の
見
守
り
の
状
況
に
つ
い
て

◎
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
）
つ
い
て

◎
議
員
　文
科
省
の
令
和
六
年
度
補
正
予
算
の
空

調
設
備
整
備
臨
時
対
策
交
付
金
事
業
を
伺
う
。

◎
教
育
部
長
　災
害
時
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
な
ど
へ
の
空
調
設
備
整
備
を
加
速
さ
せ
る
目
的

の
交
付
金
事
業
で
対
象
期
間
が
令
和
六
年
度
か
ら

の
十
年
間
で
冷
暖
房
設
備
設
置
工
事
、
断
熱
性
確

保
工
事
、
関
連
改
修
工
事
等
を
対
象
に
補
助
基
準

額
の
二
分
の
一
補
助
と
市
負
担
財
源
は
す
べ
て
地

方
債
が
充
て
ら
れ
元
利
償
還
金
や
整
備
後
の
光
熱

費
も
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
。

◎
議
員
　小
中
学
校
体
育
館
に
お
け
る
学
校
施
設

避
難
所
指
定
状
況
及
び
空
調
設
備
状
況
を
伺
う
。

◎
市
民
経
済
部
長
　公
立
小
中
学
校
十
三
校
全
て

地
域
防
災
計
画
で
指
定
避
難
所
で
あ
る
が
、
全
て

の
体
育
館
に
空
調
機
器
の
設
置
は
な
い
。

◎
議
員
　災
害
時
の
学
校
避
難
所
の
体
育
館
で
の

暑
さ
対
策
を
伺
う
。

◎
総
務
部
長
　市
所
有
の
業
務
用
扇
風
機
や
体
育

館
設
置
の
扇
風
機
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
教
育
部
長
　関
係
部
署
と
調
整
の
上
、
県
内
市

町
村
の
動
向
や
先
進
地
へ
の
情
報
収
集
な
ど
を
行

い
、
事
業
化
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

その他の
主な質問

【まちづくり】第４次宜野湾市男女共同参画計画～はごろもぷらん～について

下地　崇 議員

◎
災
害
時
指
定
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

◎
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
運
用
に
つ

い
て

◎
議
員
　は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
の
具
体
施
策
で
あ
る

性
の
多
様
性
の
理
解
促
進
に
関
す
る
取
組
に
つ
い

て
、
第
三
次
か
ら
第
四
次
計
画
に
向
け
て
、
改
善

し
た
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　計
画
移
行
の
際
に
留
意
し
た

点
と
し
て
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
課
題
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　本
市
に
お
い
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
方

々
か
ら
の
要
望
や
ご
意
見
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　本
市
に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
等
に
特
化
し
た
相
談
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
が
、

相
談
や
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
公
益
財
団

法
人
お
き
な
わ
女
性
財
団
が
開
設
し
て
い
る
に
じ

い
ろ
相
談
を
ご
案
内
し
て
い
る
。

◎
議
員
　他
市
に
お
い
て
は
電
話
相
談
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　全
て
の
人
が
輝
く
未
来
に
つ

な
が
る
ま
ち
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、
理
解
促

進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
皆
さ

ん
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
。

その他の
主な質問

【福祉】保育対策等促進事業補助金の特別支援保育事業への交付について

上地  安之 議員

◎
新
・
沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
に
つ
い
て

◎
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

◎
議
員
　特
別
支
援
保
育
の
実
施
施
設
数
並
び
に

対
象
児
童
数
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　令
和
六
年
度
の
特
別
支
援
保

育
を
実
施
し
て
い
る
公
立
保
育
所
、
認
可
保
育
園

並
び
に
認
定
こ
ど
も
園
は
計
三
十
施
設
で
、
対
象

児
童
は
合
計
百
五
十
一
名
で
あ
る
。

◎
議
員
　特
別
支
援
保
育
の
運
営
費
は
補
助
金
申

請
に
基
づ
き
、
年
明
け
に
概
算
払
い
の
流
れ
に
な

っ
て
い
る
が
、
補
助
金
の
前
倒
し
検
討
を
伺
う
。

◎
福
祉
推
進
部
長
　担
当
課
に
お
い
て
補
助
金
交

付
の
流
れ
を
再
検
討
し
た
結
果
、
交
付
申
請
を
六

月
頃
に
、
概
算
払
い
を
八
月
頃
に
前
倒
し
す
る
方

向
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。
特
別
支
援
保
育
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
対
象
児
童
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
保
育
の
提
供
、
ま
た
施
設
に
対

し
て
の
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　補
助
金
の
前
倒
し
支
給
は
、
特
別
支
援

保
育
事
業
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
、
離
職
防
止
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
園
の

安
定
的
な
保
育
の
従
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

伊波保勝 氏
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種類 件　名 議決結果

議案

令和６年度宜野湾市一般会計補正予算
（第 10号） 原案可決

令和６年度宜野湾市国民健康保険特別会
計補正予算（第６号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画佐真下第二土
地区画整理事業特別会計補正予算（第２
号）

原案可決

令和６年度宜野湾市介護保険特別会計補
正予算（第４号） 原案可決

令和６年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第４号） 原案可決

令和６年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第４号）

原案可決

令和７年度宜野湾市一般会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市国民健康保険特別会
計予算 原案可決

令和７年度宜野湾都市計画佐真下第二土
地区画整理事業特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市介護保険特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市後期高齢者医療特別
会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾都市計画西普天間住宅
地区土地区画整理事業特別会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市水道事業会計予算 原案可決

令和７年度宜野湾市下水道事業会計予算 原案可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

原案可決

宜野湾市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例について 原案可決

宜野湾市職員の育児休業等に関する条例
及び宜野湾市職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例について

原案可決

宜野湾市税条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

宜野湾市附属機関設置条例の一部を改正
する条例について 原案可決

宜野湾市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

原案可決

宜野湾市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について

原案可決

種類 件　名 議決結果

議案

宜野湾市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

宜野湾都市計画土地区画整理事業特別会
計条例及び宜野湾市土地区画整理事業基
金条例の一部を改正する条例について

原案可決

宜野湾市下水道条例の一部を改正する条
例について 原案可決

宜野湾市水道布設工事監督者及び水道技
術管理者の資格基準等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

嘉数小学校水泳プール増改築工事（建築）
請負契約について 同　　意

システム食器類洗浄機購入に係る物品の
取得について 同　　意

小・中学校教師用デジタル教科書及び指
導書購入に係る物品の取得について 同　　意

第五次宜野湾市総合計画前期基本計画の
策定について 原案可決

沖縄市と宜野湾市との間の火葬場整備等
に関する事務の委託について 原案可決

宜野湾マリン支援センターの指定管理者
の指定について 同　　意

宜野湾市議会委員会条例の一部を改正す
る条例について 原案可決

教育長の任命について 同　　意

宜野湾市議会の個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例について 原案可決

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて 適　　任

陳情

ガードレール及び側溝蓋の設置について 採　　択

地域社会に貢献するシルバー人材セン
ターの決意と支援について 採　　択

報告

令和６年度西普天間線道路築造工事（２
工区）請負契約に係る議決内容の一部変
更に関する専決処分の報告について

報　　告

喜友名 23号道路整備工事（４工区）請
負契約に係る議決内容の一部変更に関す
る専決処分の報告について

報　　告

宜野湾海浜公園屋外劇場改築工事（電気設
備２工区）請負契約に係る議決内容の一部
変更に関する専決処分の報告について

報　　告

宜野湾海浜公園屋外劇場改築工事（機械設
備２工区）請負契約に係る議決内容の一部
変更に関する専決処分の報告について

報　　告

※名称が同じ議案については１つのみ記載しております。
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